
ＩＭＳグループ　広報誌　プラザイムス

｢プラザイムス｣ は、患者さま、ご家族のみなさまに院内や IMSグループの医療活動、病気に関する情報をお伝えするコミュニケーションペーパーです。

イムス横浜狩場脳神経外科病院

９
Ortensia

vol.あじさい
ボトックス外来案内

ボトックス治療とは、ボツリヌス菌が産生する天然のタンパク質「ボツリヌストキシン」を主原料とした薬を筋肉内に注

射する治療法です。脳卒中の後遺症で生じた四肢の筋肉の緊張・つっぱり・固くなるなどの症状に対して注射するこ

とで、筋肉が柔らかくなり、着替えや歩行などの日常生活動作がやり易くなります。

以下のご症状でお困りの方は、ご相談ください。

・片側顔面けいれん：顔の片側がピクピクとけいれんし続ける、顔がゆがむ、顔が引きつる

・眼瞼けいれん：目がピクピクする、眼がショボショボして開けづらい、まぶしい

・痙縮：脳卒中の後遺症で手指が握ったまま、肘が曲がった状態で固まる

受診の流れ

①谷井院長の診察を受診

②症状をご相談いただく

③ボトックス注射が適応か判断

④ボトックス施行日を予約

⑤予約日に2階外来受付へお越しいただき、

ボトックス施行

薬局紹介キャンドルサービス

薬剤部では、患者さんが薬を安全にそして安心して服用できるよ

う、日々業務をしています。

≪主な業務≫
①調剤業務（内服薬・注射薬）

患者さんが治療の為に服用する薬を作ったり、点滴する注射薬

を準備 しています。

②薬剤管理指導業務（服薬指導）

患者さんへのお薬の説明や薬がその患者さんに適正に使用さ

れているかの確認、また相互作用（飲み合わせ）や検査値など

をチェックして医師へ薬の提案を行っています。

③医薬品情報管理（Drug Information）

薬の情報を収集して、内容を評価・加工して職員へ医薬品の情

報を提供しています。毎月『DIニュース』を発行していますので、

ぜひ読んでみて下さい。

☆薬について不安な事がありましたら、お気軽にご相談下さい☆

平成29年12月8日(金)に院内にてキャンドルサービスを行いまし

た。灯の誓いでは、看護部・リハビリ・事務職の1年目職員の代表

者がキャンドルの灯に初心を忘れず仕事に励むことを誓いました。

そして、医師の桑原副院長、重福部長、永井部長がサンタクロー

スを装い、キャンドルの灯火とともに入院患者さまのもとにメッセー

ジカードと笑顔のプレゼントをお届けしました。またクリスマスコン

サートではハンドベルとギター・ピアノ・パーカッションでクリスマスソ

ングを奏で、患者さまとともに楽しいひと時を過ごしました。

編集後記

新年明けましておめでとうございます。

早いもので広報誌『あじさい』も9号まで発行することが出

来ました。ここまで続いているのもご愛読いただいている

皆さまがいてのことと思っています。

数ヶ月後には新入職員もたくさん入りますので、来年度も

よりパワーアップした当院の様子をお伝えしていきます。

広報委員長 兼 経理課 大山 耕助

『あじさい～Ortensia（イタリア語）～』の由来は病院脇に咲いていて、花言葉に【辛抱強い愛情】【家族の結びつ

き】とあります。花言葉の通り、職員一丸となって深い愛情をもって接していきます。

脳ドックオプション案内

平成29年10月より、通常のAコース・Bコースに加えて認知症オプションが追加となりました。

オプション内容としては、

①簡易的な質問形式テストや脳の認知機能確認テストを行い認知症の程度を点数化して調べることができます。

②MRIにて脳の特定部位の萎縮の程度を数値化することができます。

これら２つの検査で、早期アルツハイマー型認知症の程度を測ることができます。

今後は超高齢化社会となり、人生100歳の傾向となってきております。

認知症がご心配もしくはご興味のある方は、スタッフまでお気軽にお問い合わせ下さい。

（当院のホームページでも脳ドック情報を更新予定です。）
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平成29年12月14日(木)にヨコハマグランドインターコンチネンタルホテルにて病院全体の忘年会を

行いました。谷井院長の一年を締めくくる挨拶から始まり、本部業務部中野業務局長よりお言葉を頂き

ました。そして櫻井看護部長に乾杯の音頭をとって頂きました。職員それぞれが美味しい料理をいただ

きながら歓談し、楽しい時間を過ごしました。

今年もリハビリテーション科の新人による余興や看護部による演奏、くたかけ委員によるビンゴ大会、

豪華プレゼント抽選会などが行われ大変盛り上がりました。最後は桑原副院長の挨拶と一本締めによっ

て、一年の締めくくりとともに忘年会は閉会しました。

平成29年度 忘年会 新年餅つき大会

『笑う門には大福来たる』

平成30年1月5日(金)に毎年恒例となっている餅つき大会を病院正面入口前で行いました。検査科

の樋口技師長を代表とした職員によるつきたてのお餅は、とても香りが良く美味しく仕上がりました。

ついている方がベテランですと一味も二味も違います。

例年通りあんこ・ずんだ・磯辺・大根おろしの定番の味付けから、今年はリハビリテーション科の

福留大輔技師長が苺・パイナップル・クリームチーズなどを入れた大福にも挑戦し、職員や外来に

来ていた患者さまが美味しい福餅をほおばりました。今年は当院に大きい福が来る予感がします。


